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　安藤悠人　　　　　フランスから帰国　12月5日
フランス拳法会（ビアリッツ）に稽古と中学校に通っていた安藤悠人選手が12月5日帰国した。

２０１9年12月吉日

武徳杯併に2019東海地区拳法優勝大会 2019年度（令和元年）12月7日 浜松市可美総合センターで

開催されました。 熱戦の末、高穂神チームが伊伝馬を4 vs 3で下し優勝の栄冠をてにした。

フランスでの稽古は、さることながら中学校での日本

と異なる教育手法と教育理念を体験し驚くばかりで

あった。

「中でも授業中に御菓子やパンを食べるのは、自

由！」生徒への制約が少ないので『抑圧された子供

が少ない』との事でした。もちろん、部活動はなく学

校のセキュリティーが万全に見えた。また、学校を宣

伝するコマシャールはなく生徒、教育に徹底した姿

勢が伺えた。



拳法会の稽古バランスが最も健康寿命向上に貢献！
前回は、睡眠効率、運動習慣、遺伝子についてお話ししましたが今回は「発育と発達」について述べ
させて頂きます。発育は、「数字的なモノ」、発達は、「品質」と考えると良いかもしれません。

2019年度世界各国の昇段昇級審査も今年は、終りに！2020年も頑張りましょう。

Europe Asia Oceania

世界の拳法会Family！2019年度も頑張りました。各地域より2019年度最後の昇段昇級審査が

終わった事の報告がありました。

中学生スポーツ選手の腰・方・膝痛の原因の一つは、『身長の発育と筋肉の発育

の差』

一度なると治りにくく！一生引きずらねばならない。高齢になると健康寿命を短く

る事の原因にもなる。

中学生が体が硬くなるのは、身長(骨)の発育より筋肉の発育が遅いからである。

筋肉が引っ張られてからだが固くなっている。

そこに負荷をかければ、痛みの原因になり更に安定性や正常な発達を阻害すると

慢性的になり取り返しがつかない事になりかえない。

又、反対の例とし筋力を早く発育させると骨（身長）の発育を抑えるとも考えられる。


